
■自分×自分たち■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 280 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：蕗の庭（ふきのにわ）プチ見学会 

 

蕗の庭（ふきのにわ）とは、大田区の住宅街にポツンと残された古民家のことです。 

N さんは、父上が大切に見守ってこられた古民家を将来相続するにあたり、永続的な活用ができないかと昨年「地

主の学校」に入学希望のメールをくださり、実はそれがきっかけとなって、僕は地主の学校をスタートさせまし

た。 

そして N さんは、「地主の学校」受講後に、日本土地資源協会にも入会して下さいました。 

 

そんな N さんをサポートするために、この度中島工務店の SN さんをお招きして、古民家の診断をしていただく

ことに致しました。 

日時は、9 月 11 日（金）の 10 時より。 

場所は JR 蒲田駅から某線一駅目の近所ですが、まだ公開前なので、住所は参加者に直接お伝えします。 

 

「蕗の庭」の今後の活動や、古民家の内部や診断に興味のある方は、是非ともご参加ください。 

お問い合わせや参加申し込みは、このメールに返信してください。 

 

よろしく！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：自分×自分たち 

 

成功や失敗は事業の終わり方を指す言葉で、事業の継続を指す言葉ではない。 



僕は 20 年前、父から引き継いだ建設会社が倒産した時、失敗を嘆くのをやめ継続の道を模索した。 

それは、自分の会社の成功・失敗は自分にとっては大切だが、周囲の人から見れば、そんなことより継続するか

どうかの方が重要だと気づいたから。 

そして、仕事をくださる発注者はもちろんのこと、仕事をこなす社員や仕事を手伝ってくれる業者の皆さんの支

持が無ければ、事業の成立はおぼつかない。 

そこで僕は、会社の破産処理を進める一方で、仕掛り（やりかけ）工事の再開を試みた。 

発注者、社員、協力業者など、すべての関係者に「工事再開こそが唯一ベストの方法だ」と真摯に説明したとこ

ろ、会社も無いのにすべての現場が動き出した。 

・ 

この経験は、仕事のやり取りや物の売り買いはビジネスの一部分にすぎず、そこに関わる全ての人が作り上げる

大きな循環こそがビジネスの全体像だと僕に教えてくれた。 

それまで僕は、建設会社がすべてを仕切っていたのだと思い込んでいたのだが、たとえ建設会社が潰れて消えて

も、この仕組みが生きていたからこそすべてのビルは完成した。 

つまり、会社はビジネスの登場人物に過ぎず、社会こそがビジネスの全体像だ。 

僕が失敗に直面した時に、終わりでなく継続を目指すことにしたのは、それまで会社の構成員だった自分が社会

の構成員に変わった瞬間かも知れない。 

建設会社でなく周囲の皆さんを倒産から救うことは、社会の一員としての自覚を持った証拠だろう。 

・ 

僕が偉そうに臆面もなくこんなことを言うのは、これこそが僕の成功の要因だから。 

つまり、社内でなく、社外の倒産被害を最小限にしたいという願いが、多くの賛同と支援を生んだ。 

皆さんが僕を助けてくれたのは、僕を介して皆さん自身を助けることになる･･･そんな説明を皆さんが理解して

くれたからだ。 

この頃、僕の頭の中では「僕から僕たち」という変化が起きていた。 

僕の中には、「僕個人のためだけに行動する僕」と、「僕たちみんなのために行動する僕」がいる。 

恐らく誰もが、自分の中にこうした「自分」と「自分たち」を持っているのだろう。 

つまり、「自分」が大勢いることもあれば、「自分たち」が一人しかいないこともある。 

これが世界をわかり難くしているのではないだろうか。 

・ 

例えば「営利と非営利」の違いは、まさに「自分と自分たち」の違いに思える。 

「利益」を「自分」のものにするのが営利で、「自分たち」のものにするのが非営利だ。 

会社倒産後の仕掛り工事の利益は、預金口座を提供してくれた企業への報酬と、その後設立した新会社の資本金

に充当した。 

ある意味で、僕の会社倒産・破綻処理は非営利事業だったといえるだろう。 

株式会社を所有する株主たちは、自分の配当利益を目的にする人々で、非公開企業は限られた人の投資に報いる

ための営利企業だが、公開企業になると誰もが株式を購入できるようになり、「社会の公器」と呼ばれる非営利企

業に近づいていく。 

・ 

一方で、社団法人を所有するのは、社員と呼ばれる構成員だが、そこに持ち分の定めは無く、社員全員＝自分た

ちが総有している。 

株式会社の株主のように、社員への収益や保有資産の配分を可能と定め「営利型」とすることも可能だが、それ

を認めず非営利型に出来ることが、社団法人の特徴だ。 

営利法人と非営利法人の会計上の違いは、営利法人はすべての収入が課税対象だが、非営利法人は非課税の収入



があること。 

例えば、義援金や協力金と言った収入も営利法人ではすべてが売上となるが、非営利法人の会費、寄付、助成金

などはすべて非課税収入となる。 

もちろん、何かを販売したりサービスの対価などは非営利法人でも売り上げとなるが、それは誰かに対する販売

やサービスの対価だから。 

でも、会費や寄付は支払う人に対するサービスでなく、自分たちの事業に資するための対価性のない収入なので、

課税対象とならない。 

つまり、「自分への収入」は課税されるが、「自分たちへの収入」は課税されないことになる。 

・ 

こうして見ていくと、「自分と自分たち」の違いが、社会の仕組みを決めているとさえ、僕は感じる。 

株式会社に寄付収入が無いのは、株式会社の利益が全て自分（株主）のものになってしまうから。 

一般社団法人など持分の定めがない法人の利益は、誰かのものでなく自分たちみんなのものとなるわけだ。 

非営利法人のもう一つの特徴は、相続と無関係なこと。 

相続とは、死亡した個人から別の個人に財産の所有権が移動するのを所得とみなし、これに課税する制度だ。 

だから、株式会社が所有する財産は、結局株主（自分）が所有しているので、会社を分譲マンションのように個

人所有しているに過ぎない。 

だが、非営利法人は同じ目的（夢）を持つ人たち（自分たち）が法人という人格を持っているので、この法人格

はみんなで命をつなぐ不死身の存在だ。 

・ 

話し出したら、止まらなくなってしまったが、今日伝えたいことは「自分」と「自分たち」の二人がいること。 

「自分」ばかり考えるのでなく、「自分たち」を考えることで社会が面白く思えてくる。 

そして、「自分たち」を広げていくことで、世界が面白くなるのだと僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20200906/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）09/07 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（火）09/08 ■◎作業日 15-21 時（自宅） 

 10-12 時 ▲HFA 定例会議（渋谷） 

   13-14 時 ▲松陰学園（東北沢） 



（水）09/09 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（木）09/10 ■〇作業日 13-19 時（笑恵館） 

 10-12 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）09/11 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

 10-11 時 ★蕗の庭（蓮沼） 

 19-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

（土）09/12 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 

 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）09/13 ■◎休業日 10-18 時（自宅） 

 

■その後の予定 

09/17 10-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/19 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/23 13-15 時 ▲松本国際高校評議員会（松本） 

09/23 18-21 時 ▲甲府訪問（甲府） 

09/26 10-12 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/26 19-21 時 ▲LRA 懇親会（真鶴） 

09/27 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 9 月例会（飯能） 

09/28 20-22 時 ■地域起業の始め方 3_1（リモート） 

10/02 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

10/05 20-22 時 ■地域起業の始め方 3_2（リモート） 

10/08 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

10/08 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

10/08 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/09 19-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

10/12 20-22 時 ■地域起業の始め方 3_3（リモート） 

10/19 20-22 時 ■地域起業の始め方 3_4（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 



職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


